





















































【事例紹介】A 氏 72 歳男性。脳梗塞による右不全麻痺・失語症・命令嚥
下の障害有。誤嚥性肺炎を合併し、経口で必要な栄養・水分が不十分な



































































【方法】2011 年 10 月～ 11 月にかけて、がん患者と関わりのある看
護師 414 名を対象に質問紙を配布・回収し単純集計を行い、自由記
述は回答毎にまとめ分析した。
【結果】回答者は 290 名 ( 回収率は 70%)。認定看護師に対しては「が
ん看護のレベルアップ」「病棟へのラウンド」を望んでいた。リン
クナースの配置を 73% の看護師が望んでおり「シームレスな連携」
「相談ができる」「リーダー的存在」「看護のレベルアップ」を期待
していた。リンクナースは不要と回答した理由として「がん患者が
少ない」「認定看護師の対応で十分」「スタッフ不足」「業務負担増」
「活動への不安や不信感」をあげていた。また、20% の看護師がリ
ンクナースとして知識を深め、患者・家族に対するサポートを充実
したいと感じていた。
【考察】看護師の多くは各部署でリーダー的存在となるリンクナー
スを求めており、部署全体のがん看護の質の向上や認定看護師との
シームレスな関係を望んでいた。また、自らリンクナースを希望す
る看護師は、自分自身のスキルアップを望んでいることが分かった。
部署全体のスキルアップのためには、専門的知識・技術をもったリ
ンクナースの配置と育成が必要である。認定看護師は、実践につな
がる事例検討や勉強会、病棟ラウンドを行い、リンクナースがリー
ダーシップを発揮できるよう支援し、シームレスな関係を構築して
いく必要がある。
